
ワ
ス

Z

和
信

げ
‘
ン
風
車
部

上
川
川
町
郷
木
江

(
今
の
上
町
〉の
小
字
。
惣
持
寺
山
氏
お
に
、
郎
永
三
十

年
入
且
阿
川
町
和
住
領
家
松
川
三
郎
在
術
門
法
禿
の
名

が
あ
る

o
X利
関
と
包
い
た
も
の
も
見
え
る
。

ワ
ス
ミ
ヒ
ョ
ウ
ス
ケ
和
角
兵
助

抱
文
六
年
御

歩
で
御
mu
物
巡
別
御
用
と
な
り
、
允
品開=一
年
父
の川副

知
八
十
石
を
縞
い
で
御
歩
小

m
mと
な
り
、
九
年
五

十
石
を
加
へ
組
外
に
列
し
、
十
二
年
以
。
子
係
制
欄
闘

い
で盟
問
に
仕
へ
る
。

ワ
ス

Z
ヨ
シ
マ
サ

和
角
好
正

泊
桝
左
腕
-
M
T
右

術
門
。
元
幹
J
l

二
年
父
兵
助
の
治
知
百
三
十
-
む
を
磁

ぎ
、
表
小
椛

・
自
由
小
綿
等
を
縦
、
ur
保
九
年
制
外
に

列
し
、
日
子
保
十
年
前
川
重
町
山
御
抱
守
と
な
り
、
延
写

周
年
百
石
を
加
へ
、
定
番
御
誇
…川

・
諮
山
民
院
附
物
闘

世
川
と
な
り
、
貸
出
川
八
年
イ
一
月
品川

一
日
六
J
l
J

ハ山
肢
を

以
て
残
し
た
。

ワ

ダ

和

田

能
尖
柿
山
上
郷
に
闘
す
る
郎
前
。

郷
村
名
波
抄
に
、
古
へ
組
前
和
川
か
ら
川
家
が
来
て

院
を
立
て
、
そ
の
初
u
n
h
官
和
川
と
糾
し
た
の
で
村
名

が
起
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
世
相
し
利
川
本
位
昔
の
こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
め
住
目
し
た
の
り
行
川
榔
来

同
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
錦
町
間
と
交
捗
が
な
い
わ
け
で

あ
る
。ワ

ダ

和

国

泊
朝
同
問
白
木
院
に
印
刷
す
る
郎
街
。

ワ
ダ

和

田

邸
主
制
摘
比
庄
に
印
す
る
部
孫
。

ワ
ダ
和
国

風
京
都
下
町
川
町
郷
大
野

町〈
今
東
大

野
)
の
内
の
小
字
。

ワ
ダ
イ
へ
エ
和
田
伊
兵
衛
江
永
二
年
前
川
利

判
的
に
仕
へ
て
六
百
石
を
領
し
た
o
子
Mm
刷
縦
い
た
が
、

六
代
源
太
夫
政
m
M
一白
石
を
受
け
、
明
利
元
年
十
H
H
イ

九
日
制
奔
し
て
家
断
絶
し
た
。

ワ
ダ
ウ
チ
ユ
ウ
和
田
宇
中
小
松
の
俳
人
。

逝

裕
治
平
。
不
五
舎

・
寂
保
別
刷
又
は
州
出
口
川
仙
と
桝
し
、

ワ
ス
ー
ー
ワ
タ

支
考
の
開
山
花
坊
に
倣
う
て
北
花
坊
と
も
い
う
た
こ
と

も
あ
る
o
元
総
十
六
年
夜
話
狂
を
新
し
、
臼
永一
三
年

百
が
ら
す
を
、
五
年
東
山ハ
瓜
を
出
し
た。

ワ
h
m
ガ
タ
キ

綿
ケ
溺
能
祭
制
下
出
向
谷
の
地
内

に
在
る
。
直
下
二

O
米
俄
で
、
手
取
の
河
中
に
務
ち

九
v

。ワ
ダ
キ
チ
ロ
ベ
エ
和
国
吉
郎
兵
衛
初
名
加
兵

衛
。
午
之
助
正
伐
の
子
で
、
氏
永
二
年
也
知
二
百
石

そ
辺
ぎ
o

U午
保
十
二
年
ヤ
九
十
石
党
憎
し
、一

一
俗
世
間
忠

夫
人
附
御
朗
人
と
な
り
、
見
保
二
年
七
十
-
一
段
を
以

て
閉
山
し
た
。

ワ
ダ
空
ラ
ゴ
ゼ
ン
和
田
倉
御
前

前

m持
院
の

女
原
航
。
合
同
叩
侠
松
平
一
行
般
に
紋
し
、
和
川
合
御
前

と
耕
せ
ら
れ
た
。

ワ
ダ
コ
ウ
ゾ
ウ

和
田
耕
夜

前
を
徳
山
と
い
う

た
。
加
れ
滞
の
御
釘
用
者
で
、
初
め
一
=
他
流
の
お
法

を
円
つ
ん
だ
が
、
そ
の
術
抽
出
削
な
る
を
憾
み
、
関
税
を

自
修
し
、
見
政
四
年
四
且
京
都
の
開
山
山
山
に
勤
務
し
た

際
、
大
総
別
七
郎
光
政
に
就
い
て
盟
に
之
を
究
め
、

同
年
」
l

一
月
印
可
皆
川
悼
を
得
、
郎
附
の
後
閉
山
校
明
倫

立
の判
制
限
附
閉
山
と
伐
っ
た
。
そ
の
筑
前
に

m
m
m抗

結
約
怨
軟
が
あ
る
。

ワ
ダ
ジ
ユ
ウ
ロ
ザ
エ
モ
ン
和
田
十
郎
左
衛
門

沈
永
こ
す
年
前
川
利
市
に
仕

へ
て
御
射
手
と
な
り
、

政
二
百
石
を
領
し
た
。

子
孫
滞
に
間
援
す
る
。

ワ
ダ
ス
ケ
エ

モ

ン

和

田
助
右
衛
門

医
長
十
二

年
初
め
て
前
川
利
長
に
仕
へ
、
職
二
百
石
を
領
し
、

大
坂
再
役
に
出
陣
し
て
敵
闘
を
筏
た
。

子
孫
抑
止
滞

に
仕
へ
る
。

ワ
h
F
ゼ

渡

潮

風
一
主
制
仁
帰
郷
に
関
す
る
鵠
軒
。

ワ
h
F
ゼ

渡

瀬
珠
洲
川
正
院
郷
山
巾

(
今
東
山

巾
〉
の
内
の
小
手。

ワ
タ
ゼ
マ
サ
ア
リ

渡
瀬
政
有

遺
構
七
左
衛
門

彦
右
衛
門
。
木
村
加
兵
衛
の
子
で
氏
を
改
め
、治
知
・

加
明
共
に
間
百
五
十
石
を
領
し
、明
Mm元
年
残
し
た
。

ワ
タ
ゼ
ヤ
ジ
エ
モ
ン
渡
淑
禰
次
右
衛
門
初
名

権
十
郎
。
称
四
百
五
十
石
。
御
馬
廻
に
臨
惜
し
、一
一品
附

町
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
動
方
宜
し
か
ら
ざ
る
を

以
て
、
延
写
三
年
五
且
什
二
日
御
預
と
な
り
、
四
年

知
行
を
召
放
さ
れ
た
。
子
出
品
右
御
門
政
昭
改
め
て
組

父
七
左
衛
門
の
也
知
の
内
二
百
三
」l
石
の
お
封
を
命

ぜ
ら
れ
、
家
系
乃
ち
断
絶
せ
ざ
る
こ
と
を
得
た
。

ワ
ダ
ゼ
ン
ベ
Z

和
田
善
兵
衛
前
閃
利
家
に
越

前
府
中
に
仕
へ
て
株
七
百
石
を
受
け
た
。
孫
八
右
衛

門桐
乱
心
し
て

一
た
び
般
を
失
う
た
が
、
そ
の
甥
七
右

衛
門
別
に
新
知
を
受
け
て
織
相
似
し
た
。

ワ
ダ
主
ケ
サ
ダ
和
田
差
貞

辺
勝
般
五
郎

・
采

女
。
兄
次
郎
兵
衛
の
名
跡
を
受
け
て
六
百
石
を
閉
山
ぎ
、

御
馬
姐
・
創
設
小
抑
・御
使
番
に
任
じ
、

事
保
九
年
政

二
百
行
を
加
明
し
、
逢
に
御
潟
廻
聞
に
宝
り
、
元
文

四
年
九
且
サ
入
日
五
十
九
段
を
以
て
現
。
話
a凶
器μ
性

認
作
、
脅
力
人
に
紛
れ
た
。

ワ
虫
ダ
ニ

綿

谷

能

楽
湖
町
百
峠
か
ら
小
阪
の

邸
訴
に
京
る
探
聞
の
遊
山
問
。

ワ
タ
ダ
ハ
チ
ロ
ベ
エ
和
多
国
八
郎
兵
衛

鰍
二

百
石
を
受
け
、
組
外
に
班
し
、
寛
文
」
i
二
年
外
作
廓

奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
延
貸
出
年
に
は
内
作
附
市
部
行
と

な
っ
て
、
一止
徳
三
年
ま
で
前
後
四
十
二
年
制
約
し
、

手
保
ご
十
年
八
十
六
歳
を
以
て
残
し
た
。

子
孫
肺
々

滞
に
仕
へ
る
。

ワ
ダ
主
ン
ス

イ

和

田
淡
水

部
は
辿
間
以
。
泊

m

m上
屋
彦
四
郎
。
そ
の
突
出
古
幽
は
河
北
部
山
上
か
ら

聞
で
、
金
織
の
磁
舗
中
患
に
仕
へ
、
淡
水
亦
そ
の
後

を
受
け
た
。
淡
水
替
を
井
出
正
水
に
受
け
、
-M削
方

水
・赤
井
得
水
と
共
に
同
門
下
の
三
水
と
呼
ば
れ
る

に
至
。
、
F
T

保
十
三
年
五
且
什
六
日
渡
し
た
。

ヲ
ダ
チ
ョ
ウ
ス
ケ
和
団
長
助

初
名
久
左
衛
門
、

安
永
岡
年
養
父
正
勝
の
也
知
こ
宵
石
を閉山
い
だ
。
文

化
二
年
養
子
武
太
夫
、
女
日
肘
助
及
び
品
別
問
削
抗
郎
と
不

利
な
る
を
以
て
、
訴
は
を
公
邸
訟
に
附
し
て
長
助
の

非
行
を
暴
鰐
し
、
是
に
依
っ
て
=
一
年
八
月
十
三
日
長

助
と
政
五
郎
と
は
能
穏
に
、
武
兵
衛
は
越
中
抗
ケ

山

に
流
刑
と
な
っ
た
。

ワ
主
ヅ

波
津

能
決
加
料
前
川
郷
に
邸
す
る
郎
町
問
。

ワ
h
F
ヅ
ヤ
マ
サ
エ
モ
ン

綿
津
屋
政
右
衛
門

越

中
磁
披
部
経
凶
の
樹
治
役
民
家
の
ご
到
に
生
ま
れ
、，

ピ

金
押
聞
に
出
で
米
殺
の
定
期
取
引
を
梁
と
す
ろ
所
前
政

人
の
群
に
入
っ
て
日
ろ
う
ち
、
卯
辰
本
山田
庄
町
の
事
岡
田

紛
津
屋
忠
誠
の

m
玄
託
子
と
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ

る
。
天
保
二
年
遊
間
禁
止
の
後
、
妙
路
谷
に
芝
m
聞を

興
行
し
て
全
〈
失
敗
に
終
っ
た
が
、
山
川
内
が
偶
然
日

り
を
取
っ
て
、
次
第
に
門
家
泌
を
快
復
し
た
。
そ
の
波

し
た
の
は
腿
郎
元
年
四
万
六
日
六
十
二
段
で
あ
る
。

政
右
衛
門
中
年
以
後
公
共
の
お
に
市
力
し
、
弘
化
=
一

年
観
音
山
に
三
重
塔
を
一
円
建
し
、
=
一
軍
域
の
政
右
衛

門点
目
以
て
呼
ば
れ
る
に
ギ
一
っ
た
。
ま
た
今
商
問
先
心

院
に
あ
る
不
動
符
の
大
石
倣
付
、
凶
イ
二
併
の
厄
除

に
諮
ら
し
め
た
も
の
、
制
止円川
町時総
司
の
七
mm
地
政

命
は
、
安
政
広
年
米
似
の
日
直
を
卯
一
肱
山
か
ら
絶
叫

し
て
刑
死
せ
し
め
ら
れ
た
市
人
の
お
に
、
政
右
衛
川

等
の
夜
起
し
て
建
ー
し
た
も
の
で
あ
る
。

ワ
h
F
ヅ
ヤ
マ
サ
エ
モ
ン
ジ
キ

綿
津
屋
政
右
衛
門

自

記

一

冊
。
約
一昨
屋
政
右
衛
門
の
訴
。
文
政
三
年

卯
反
茶
屋
町
に
滋
郎
の
山川始
せ
ら
れ
た
次
第
か
ら
、

そ
の
綬
密
航
態
、
及
び
波
止
に

主
る
ま
で
の
市
悩

と
、
政
右
衛
門
が
例
艇
を
上
方
か
ら
印
刷
う
て
興
行
し

た
が
、
失
敗
に
終
っ
た
純
総
を
辿
べ
て
あ
る
。
本
自

は
一
名
金
抑
制
山
国
側
但
と
い
う
た
が
、
そ
れ
は
内
容

に
相
隠
し
〈
な
い。

九
二
五


